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○異例の「与党修正協議継続要求」は、欠陥法案の証 
自由民主党と公明党は、６月２３日記者会見を行い、民主党の「障害者自立

支援法案」修正協議断念について、口を極めて「不誠実な協議申し入れ」と

非難する声明を発表した。 
 これは与野党の立場のすり替え、責任転嫁の外、何物でもない。与党自らが、

同法案を障害当事者等の生活不安を増大させるものであり、「大修正」が必要

と認識するなら、まずは自ら修正すべきは修正し、是正すべきを是正して、

再提案をすべきである。法案のお粗末さに頬被りをして、それによって障害

当事者等が被る被害を、我が党の責に帰そうとするなら、本末転倒である。 
 
○「ゼロ回答」の上の継続要求は、単なる与党の「ポーズ」 
同法案の衆議院審議入りは４月２６日であり、既に２ヶ月近くが経過してい

る。また民主党の修正協議要求から与党回答までも２週間かかっている。そ

の上で、与党は、民主党の求めた９項目の修正要求の骨格部分を含む大部分

について「修正には応じられない」「法案修正の必要はない」「法案修正には

なじまない」と回答した。これで協議継続を求めるなら、それは与党が「ポ

ーズとしての協議」の続行を唱えているにすぎない。 
 
○「ポーズ」で国民を欺くことは許されない 
与党は年金合同会議においても「昨年の改正は画期的」と繰り返している。

これは、同会議を継続する意味に大きな疑義を生じさせている。真の改革の

意欲を持たないにもかかわらず、政局的な理由でみせかけの「ポーズ」とし

ての「協議」を唱える与党の態度は、国民を愚弄するものである。本法案に

ついても、与党の「協議継続」の真意が、都議選の争点ぼかしにあることは

明らかである。障害当事者等を踏みにじるような、この与党の姿勢を、民主

党は断じて許すことは出来ない。 
 
○「欠陥法案」提出について、関係者に陳謝すべき 
仮に与党が真に障害当事者等の生活を懸念し、法案の修正が必要と考えるの

であれば、まずは欠陥法案を提出したことについて関係者に対して陳謝し、

その上で民主党に対して、誠意ある修正提案を行うべきである。   以上 


